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二
千
六
年
の
海
上
の
労
働
に
関
す
る
条
約
の
二
千
十
八
年
の
改
正

二
千
六
年
の
海
上
の
労
働
に
関
す
る
条
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

Ａ

基
準
６
の
次
に
次
の
７
を
加
え
る
。

2.1
７

加
盟
国
は
、
船
員
が
海
賊
行
為
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
に
よ
り
船
舶
内
又
は
船
舶
外
で
捕
ら
わ
れ
て
い
る
間

は
、
船
員
の
雇
用
契
約
が
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
の
期
間
の
満
了
の

日
が
経
過
し
た
か
又
は
各
当
事
者
が
契
約
を
停
止
し
、
若
し
く
は
終
了
す
る
通
告
を
し
た
か
否
か
を
問
わ
な
い
。
こ
の
７

の
規
定
の
適
用
上
、

「
海
賊
行
為
」
と
は
、
千
九
百
八
十
二
年
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
お
け
る
も
の
と
同
一
の
意
味
を
有

(a)
す
る
も
の
と
す
る
。

「
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
」
と
は
、
国
の
内
水
、
群
島
水
域
及
び
領
海
に
お
い
て
、
船
舶
若
し
く
は
当
該
船
舶
内

(b)
に
あ
る
人
若
し
く
は
財
産
に
対
し
、
私
的
目
的
の
た
め
に
行
う
全
て
の
不
法
な
暴
力
行
為
、
抑
留
、
略
奪
行
為
（
海
賊

行
為
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
お
そ
れ
又
は
こ
の
よ
う
な
行
為
を
扇
動
し
、
若
し
く
は
故
意
に
助
長
す
る
全
て
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の
行
為
を
い
う
。

Ａ

基
準
６
の
次
に
次
の
７
を
加
え
る
。

2.2
７

船
員
が
海
賊
行
為
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
に
よ
り
船
舶
内
又
は
船
舶
外
で
捕
ら
わ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

船
員
の
雇
用
契
約
、
関
連
す
る
団
体
交
渉
の
合
意
又
は
適
用
可
能
な
国
内
法
令
に
基
づ
く
賃
金
及
び
他
の
受
け
た
給
付

（
４
に
規
定
す
る
割
当
額
の
送
金
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
捕
ら
わ
れ
て
い
る
全
期
間
を
通
じ
て
及
び
船
員
が
解
放
さ

れ
Ａ

基
準
に
従
っ
て
適
切
に
送
還
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
又
は
捕
ら
わ
れ
て
い
る
期
間
中
に
船
員
が
死
亡
し
た
と
き
は
適

2.5.1

用
可
能
な
国
内
法
令
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
死
亡
日
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
支
払
う
。
「
海
賊
行
為
」
及
び
「
船
舶
に
対

す
る
武
装
強
盗
」
の
用
語
は
、
Ａ

基
準
７
の
規
定
に
お
け
る
も
の
と
同
一
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

2.1

Ｂ

指
針
８
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2.5.1
８

送
還
さ
れ
る
権
利
は
、
関
係
す
る
船
員
が
国
内
法
令
又
は
団
体
交
渉
の
合
意
に
定
め
る
妥
当
な
期
間
内
に
当
該
権
利
を

主
張
し
な
い
場
合
に
は
、
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
船
員
が
海
賊
行
為
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強

盗
に
よ
り
船
舶
内
又
は
船
舶
外
で
捕
ら
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
「
海
賊
行
為
」
及
び
「
船
舶
に
対
す

る
武
装
強
盗
」
の
用
語
は
、
Ａ

基
準
７
の
規
定
に
お
け
る
も
の
と
同
一
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

2.1


